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　平成31年４月開所の民間保育所の運営経費（委託）及び補助、並びに各種
子育て支援施設への補助費として、２億5,036万５千円。この内訳は、国・府
負担金１億2,304万２千円、その他5,286万３千円、町負担金7,446万円。ま
た、町立保育所の施設の更新・長寿命化を含めた管理計画の策定として641
万７千円、第２保育所の空調設備の更新47万４千円など、子育て支援に関す
る予算は、全て可決となりました。

住民票などの取得がもっと便利に
　マイナンバーカードをお持ちの町民の方は、各証明を全国の
コンビニで、土日祝、早朝や深夜にもお取りいただけます。

ＪＲ山崎駅バリアフリー化の工事開始
　令和２年度末（平成32年度末）完成に向けて
ＪＲが設置工事をはじめます。

史跡大山崎瓦窯跡の整備
　国の史跡、平安宮の所用瓦を焼成した平安時代
前期の瓦窯跡の整備を引き続き行います。

決まりました
この紙面の掲載内容は、本会議の討論をもとに広報常任委員会委員、 各議員（「討論」私はこう考える）が作成しています。

（審議結果は、４・５ページをご覧ください）

町立保育所の施設更新・長寿命化管理計画を策定します

通学がもっと安心に
　両小学校の外壁改修設計や、
防犯カメラ整備について質疑が
ありました。防犯カメラは新た
に４台設置し、通学路における
不審者情報が多い箇所に設置す
るとの説明がありました。

小学校給食室の衛生基準向上の必要性を確認
　大山崎中学校の敷地内において自校方式の設計委託料が提案され、
完成は令和２年度中をとの説明がありました。また、大山崎小学校は
令和５年～６年、第二大山崎小学校は令和３年～４年にて衛生基準を
満たすよう改修するとの説明がありました。委員からは、両小学校の
改修で衛生基準が満たせるのか。これまで行われてきた給食検討委員
会での資料についての質問や、他市の改修状況や、今後の費用面や実
施時期等、様々な意見が交わされました。

小学生の通学路に「防犯カメラ」を設置します

住民票の写しなどのコンビニ交付サービスが始まります

いつでも

どこでも必要なもの 取得できる証明書
マイナンバーカード 住民票・印鑑証明書
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予算総額は約４億円減に
　「小さな行政への転換」を掲げ、町長から提出された一般会計当初予算の総額は、歳入歳出それぞれ
59億3,600万円で、対前年度３億4,400万円を削減、率にして5.5％減とした緊縮予算でした。
　ただし、本議会では、総額を58億7,191万９千円（対前年比6.5％減）とする予算修正案が提出され、
可決成立しました。内容は下欄をご覧ください。

町税やふるさと応援寄附金などは減少の見込み
　町の重要な収入となる町税は、27億945万円の見込みで、前年度に比べ、１億1,071万円減少する見
込みです。町民の方からの個人町民税は、前年とほぼ同程度の見込みですが、会社などからの法人町民税
が約１億円減少する見込みです。法人町民税は、国内や世界の経済情勢の見通しを踏まえた結果、減少が
見込まれる状況です。
　また、ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）も、3,000万円の見込みで、前年度に比べて1,200万円減
少する見込みです。

中学校の給食調理施設の設計料は削除に
　平成31年度一般会計予算は原案が否決
され、同時に提出された修正案が可決成立
しました。その主な内容は、町長の任命に
よって置かれる政策顧問の報酬や、自校式
での中学校給食調理施設の新設に係る基本
実施設計委託料などを含む原案から6,408
万円が削除されたもので、審議の過程で特
に給食施設については、既に基本設計が進
められているセンター方式での事業を継続
すべきとの意見がありました。

各
議
員
の
賛
否
や
討
論
の
状
況
は
４
～
５

ペ
ー
ジ
を
、
討
論
の
全
文
は
会
議
録
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こんなことが
この紙面の掲載内容は、本会議の討論をもとに広報常任委員会委員、 各議員（「討論」私はこう考える）が作成しています。

平成31年第１回（３月）定例会

予算総額は「前年比６.５％削減」し、小さな行政へ転換

平成31年度一般会計予算は「修正案が可決成立」しました
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現行の第二大山崎小学校の給食室



議 会 だ よ り

4

平成31年第１回（３月） 定例会
議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

島
　
一
嘉

西
田
光
宏

山
中
一
成

北
村
吉
史

嘉
久
志
満

岸
　
孝
雄

辻
真
理
子

朝
子
直
美

井
上
治
夫

波
多
野
庇
砂

井
上
博
明

渋
谷
　
進

１

大山崎町上下水道事業審議会条例の制定につ
いて 原 案

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ 留
保 ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

　 上下水道事業の持続可能な運営に関する事
項について調査審議する機関を設置する条例

５

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正について

否 決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ×　 これまで定めのなかった非常勤の顧問、
参与の報酬額（日額２万円以下）を追加する
改正案（６ページをご覧ください）

16
平成31年度大山崎町一般会計予算 修 正

可 決
次の発議１号により修正議決した部分を
除く原案については全員賛成　 予算内容は２､３ページをご覧ください

発議
１号

第16号議案 平成31年度大山崎町一般会計予
算 に対する修正動議

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×　 第16号議案の原案から、中学校給食（自
校方式）の設計委託料（990万円）や岩崎運
動広場の改修工事費（2,840万４千円）等を
削除する修正案（２ページをご覧ください）

意見
書案
１号

混乱を招く10月からの消費税増税の中止を
求める意見書案

否 決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○
　 10月からの消費税10％増税の中止を国に
求める意見書

意見
書案
２号

国民健康保険への国の支援を増額することを
求める意見書案

否 決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○
　 全国知事会等の国への要望に基づき国保会
計への財政的支援の増額を国に求める意見書

決議
案
１号

大山崎町公契約大綱の策定を求める決議案

原 案
可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×

　 町議会として、町が発注する工事等の公
契約を適正化するため、町長に対して公契約
大綱を策定するよう求める決議（６ページを
ご覧ください）

決議
案
２号

大山崎町入札監視委員会運営要綱の改正を求
める決議案

原 案
可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×　 町議会として、入札及び契約の公正性・

透明性の監視や苦情の適切な処理のための手
順を改善するため要綱改正を求める決議

決議
案
３号

前川町長に対する問責決議案

原 案
可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×

　 町議会として、町長の言動や議会を軽視す
る姿勢、中学校給食等の方針転換についての
説明不足を理由として、町長に対して、議会、
住民へ真摯な説明を求めるとともに、その責任
を厳しく問う決議（６ページをご覧ください）

（議席順に掲載）

「賛否が分かれた」議案等の議決結果（賛成○、反対×）

賛成、反対討論の要旨は２、３ページをご覧ください

※議案番号等は平成31年第１回定例会からの通し番号です。
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議案
番号 議　案　名 議決結果

２ 大山崎町情報公開条例の一部改正について

原案可決

３
大山崎町個人情報保護条例の一部改正について

 国の法律の改正に基づいて、保護すべき個人情報の定義の改正などの条例改正案

４
大山崎町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

 国の法律の制定に基づいて、町職員の時間外勤務の上限を定めるなどの条例改正案

６
大山崎町職員の給与に関する条例の一部改正について

 公立保育所の長時間保育の料金を乙訓２市に準じて改めるなどの条例改正案
７ 大山崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
８ 大山崎町立保育所設置条例の一部改正について

９ 大山崎町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例
の一部改正について

10

平成30年度大山崎町一般会計補正予算（第５号）
 人事院勧告に伴う職員給与改定、プレミアム付商品券事業準備等に必要な予算を増額する一

方、両小学校の空調整備で国庫補助対象外となった経費等を減額する結果、3,145万１千円を減
額する補正予算

11 平成30年度大山崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
12 平成30年度大山崎町下水道事業特別会計補正予算（第３号）
13 平成30年度大山崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
14 平成30年度大山崎町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第３号）
15 平成30年度大山崎町水道事業会計補正予算（第３号）

17
平成31年度大山崎町国民健康保険事業特別会計予算

 歳入歳出総額 14億7,929万4千円（0.8%減） 《主な事業》保険給付費（10億6,944万7千円）
など

18
平成31年度大山崎町下水道事業特別会計予算

 歳入歳出総額 9億8,010万円（24%減） 《主な事業》排水ポンプ場の建設など

19
平成31年度大山崎町介護保険事業特別会計予算

 歳入歳出総額 14億823万6千円（４%増） 《主な事業》介護サービス等の保険給付費（12億
8,761万円）など

20
平成31年度大山崎町後期高齢者医療保険事業特別会計予算

 歳入歳出総額 2億8,196万6千円（４%増） 《主な事業》後期高齢者医療広域連合会へ納付す
る保険料など

21 平成31年度大山崎町大山崎区財産管理特別会計予算
22 平成31年度大山崎町円明寺区財産管理特別会計予算
23 平成31年度大山崎町下植野区財産管理特別会計予算

24
平成31年度大山崎町水道事業会計予算

 歳出総額 6億5,090万4千円（４%増） 《主な事業》京都府営水道受水費、配水管布設替工事など
25 大山崎町道路線の起終点の変更について

同　意
26 大山崎町固定資産評価審査委員会委員の選任について（永井 正俊さん）
27 大山崎町固定資産評価審査委員会委員の選任について（本部 文雄さん）
28 大山崎町監査委員の選任について（楠木 仁史さん）

「全員が賛成」であった議案等（人事案件は（　）にお名前を記載しています）
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　町議会は、町長に対して、以下の内容でその責任を問う決議を行いました。（議決結果は４ページをご
覧ください）

「前川町長に対する問責決議」の概要
・ 就任前に、「町政の方向性が違う前町長と一緒にやってきた人に継続してもらう意向はない」と教育長

に伝え、教育の政治的中立性を脅かし、教職員、児童生徒、保護者に不安と不信をもたらした。
・ 中学校給食のセンター方式から自校方式への転換において、議会や住民への十分な説明責任を果たして

いないこと。
・ 議会と住民へ真摯な説明を求める。

　町議会は、町が発注する工事又は役務等の請負契約に
ついて、透明で公正な競争の促進、地域経済への配慮等
の入札契約制度を構築、運用することで、公共調達に求
められる社会
的要請に応え
ていくため、
町 長 に 対 し
て、公契約大
綱の策定を求
める決議を行
いました。

　昨年第４回（12月）定例会では、
町長が任意に報酬額を定めることがで
きるとして否決されましたが、今回、
あらためて報酬の上限額（１日２万円
以下）が定められたものの、なお町長
が議決を経ず任意に任命できる点が解
消されていないとする反対意見があ
り、否決されました。

　第１回（３月）定例会から、各議案の審査が行われる総務
産業常任委員会、建設上下水道文教厚生常任委員会、予算決
算常任委員会で、傍聴者の方が予算書などの議案資料をより
閲覧しやすくなるように議案資料を複数用意しました。
　みなさんの傍聴をお待ちしています。

「町長問責決議」を賛成多数（賛成６、反対５）で可決

「公契約大綱策定決議」を
� 賛成多数で可決

「特別職報酬改正」は
� 賛成少数で否決

委員会傍聴で議案資料がより見やすく

こんなことが決まりました
審議結果は、４・５ページをご覧ください

整備工事の進む大山崎排水ポンプ場

この紙面の掲載内容は、本会議などの討論をもとに広報常任委員会委員、各委員会委員長が作成しています。

平成31年
第１回（３月）

定例会
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議会改革
特別委員会 ▶「町民の皆さまとの懇談会」が始まります

−懇談のお申し込み、お待ちしています−
　大山崎町議会は、より広く町民の皆さまの意見に
耳を傾け、議会活動を通して町政に反映させるた
め、町民の皆さまとの意見交換の場として「大山崎
町議会と町民との懇談会」を始めます。
　大山崎町の町政（まちづくり）に関することで、
町議会と意見を交わしたいという方は、どうぞお気
軽にお申し込みください。

懇談会のテーマ
　懇談会のテーマは、町政（まちづくり）に関わるものとしてください。
　なるべくご希望のテーマに沿うように調整し、議会から申込者にお知らせします。

懇談会の申込
　おおむね６人以上の町民グループであればどなたでも 
申込可能です。必要事項を記入して、懇談会申込書を議会
事務局までご提出ください（メール、ファックス可）。

開催時期・場所
　なるべく申込者の希望日時・場所に沿うように調整し、
懇談会に参加する議員等を議会から申込者にお知らせしま
す。なお、お申込の内容によっては、議会活動の関係か
ら、やむを得ずお断りする場合があります。（町議会定例
会の日程等は、広報おおやまざきや町ホームページ等でご
確認ください。）

意見の公表
　懇談会で交わされた意見等は、
議会でとりまとめ、議会広報誌
「おおやまざき議会だより」及び
町ホームページ等で公表します。

（お申込みは、QRコードを
ご利用ください）

委員会レポート　各委員会の活動について報告します

予算決算
常任委員会 ▶予算は「24時間５分」、審議しました

　予算委員会の審議は先ず平成30年度の補正予算審議から始まり、平成31年度の一般会計予算案等に
関する質疑を行い、全て原案のとおり可決すべきものと決しました。予算編成にあたり各費目の需用費
や委託費などの経常的な内部管理費や事務経費等で不用残の検証を行い、前年度と比較して減額になっ
たとの説明がありました。質疑内容は新規事業の第５号議案（特別職の職員報酬に関する条例改正）に
関わることや、中央公民館等整備検討委員会のためのワークショップ開催事業・住民票の写し等をコン
ビニで交付するなどに対し行われました。
　また、教育費関連の審査では、学校給食整備事業で中学校給食に向けた実施基本計画、及び小学校給
食室改修工事に関して多くの質疑が行われました。最終総括質疑・採決後の委員長所見では、今委員会
において一部の委員や理事者で質疑・答弁・委員会中の私語等に、予算委員会審査の場に相応しくない
言動が見受けられた事への注意喚起を行い閉会いたしました。

 （予算決算常任委員長　西田 光宏）
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１
，
小
中
一
貫
教
育
の
実
施
、

編
成
に
つ
い
て

問
国
内
各
自
治
体
に
お
い

て
、
小
中
一
貫
教
育
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
現
行
６
―
３

制
の
問
題
点
、
及
び
何
が
小

中
一
貫
教
育
に
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
か
。

答
「
小
中
連
携
教
育
」
と

は
、
小
中
学
校
段
階
の
教
員

が
、
情
報
交
換
や
交
流
を
行

う
こ
と
を
通
じ
て
、
小
学
校

教
育
か
ら
中
学
校
教
育
へ
の

円
滑
な
接
続
を
目
指
す
様
々

な
教
育
で
あ
り
、
本
町
に
お

い
て
も
長
年
に
わ
た
り
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
近
年
の
学
校
教
育
、
と
り

わ
け
義
務
教
育
を
め
ぐ
っ
て

は
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
校

内
暴
力
、
学
習
意
欲
や
学
力

低
下
と
い
っ
た
様
々
な
課
題

が
生
じ
て
い
る
。

　
未
来
を
切
り
開
き
、
将
来

を
担
っ
て
い
く
児
童
生
徒
の

学
び
を
、
小
中
学
校
別
々
に

考
え
る
の
で
は
な
く
、
義
務

教
育
９
年
間
の
見
通
し
を

持
っ
て
、
系
統
的
に
教
育
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
引
き
続

き
、
小
中
の
連
携
を
さ
ら
に

推
進
す
る
中
で
、
他
市
町
村

の
優
れ
た
実
践
も
学
び
な
が

ら
、
小
中
一
貫
教
育
も
含
め

て
研
究
し
た
い
と
考
え
る
。

２
，
中
央
公
民
館
整
備
に
つ

い
て

問
平
成
22
年
「
公
共
建
物

等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」が
成

立
し
た
。
中
央
公
民
館
整
備

は
、
木
造
建
築
物
と
い
う
選

択
肢
で
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
木
材
利
用
促
進
の
観
点

は
も
ち
ろ
ん
そ
の
素
材
に
よ

る
温
も
り
や
和
ら
ぎ
感
な
ど

を
生
み
出
す
効
果
が
あ
る
。

現
時
点
で
公
民
館
の
整
備
方

針
は
決
定
し
て
い
な
い
が
公

共
施
設
の
整
備
に
あ
た
り
木

材
の
利
用
促
進
の
趣
旨
に
鑑

み
、
十
分
に
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

井
上　

博
明
議
員
（
所
属
会
派
＝
日
本
維
新
の
会
）

どうなってるの！？

10人の議員が課題について質問しました
この紙面の掲載内容は、本会議の討論をもとに各議員が作成しています。

１
，
町
内
道
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

問
府
道
奥
海
印
寺
納
所
線

の
拡
幅
に
つ
い
て
。

答
現
在
、
小
倉
橋
西
側
の

歩
道
が
未
整
備
で
あ
り
西
山

天
王
山
駅
開
業
か
ら
歩
行
者

等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
京
都
府
・
地
元
関
係
者

と
協
議
を
進
め
事
業
を
進
め

て
参
り
た
い
。

問
西
国
街
道
に
つ
い
て
。

答
島
本
町
か
ら
長
岡
京
市

に
繋
が
る
地
域
防
災
計
画
上

も
避
難
経
路
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
路
線
で
あ
り
、
役

場
か
ら
Ｊ
Ｒ
山
崎
ま
で
は
一

定
整
備
さ
れ
た
が
、
府
道
か

ら
移
管
さ
れ
た
「
円
明
寺
区

間
」
で
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

に
よ
る
歩
行
空
間
の
確
保
が

一
定
確
保
さ
れ
た
。

問
国
道
及
び
府
道
五
条
本

交
差
点
に
つ
い
て
。

答
国
に
お
い
て
、
交
差
点

改
良
の
た
め
の
用
地
費
建
物

等
の
補
償
額
の
算
定
を
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
町
と

し
て
も
努
力
し
た
い
。

２
，
前
川
町
長
の
財
政
に
対

す
る
考
え
と
公
約
に
つ
い
て

問
小
さ
な
行
政
へ
の
転
換

と
は
何
か
。

答
財
政
の
み
な
ら
ず
、
行

政
組
織
を
含
め
、
総
合
的
に

「
小
さ
く
」す
る
こ
と
。

問
３
保
育
所
堅
持
と
自
校

方
式
給
食
へ
転
換
と
は
。

答
公
立
３
保
育
所
堅
持
で

待
機
児
童
０
、
中
学
校
は
自

校
方
式
を
含
め
早
期
実
現
に

努
め
る
と
訴
え
た
。

　
そ
の
他
、
住
民
目
線
で
共

に
歩
む
行
政
と
は
な
に
か
、

一
定
の
方
針
転
換
は
必
然
と

し
た
が
、
行
政
の
継
続
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

北
村　

吉
史
議
員
（
所
属
会
派
＝
大
山
崎
ク
ラ
ブ
）

一般質問・答弁は、町
ホームページの「会議
録検索システム」で、
全文をご覧いただけま
す。

※�掲載内容は、一般質問をもとに各議員が作成しています。
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※�掲載内容は、一般質問をもとに各議員が作成しています。

  

１
，
保
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て

問
平
成
31
年
度
の
保
育
所

等
入
所
決
定
数
を
見
る
と
、

６
つ
の
保
育
所
で
待
機
児
童

を
出
さ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

引
き
続
き
、
６
園
体
制
維
持

が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答
平
成
31
年
度
当
初
の
保

育
所
入
所
予
定
児
童
数
は
５

０
０
名
を
超
え
、
平
成
30
年

度
当
初
と
比
較
す
る
と
、
約

20
％
増
と
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。
公
立
保
育
所
３
園
堅

持
と
と
も
に
、
小
規
模
保
育

施
設
２
ヶ
所
と
４
月
か
ら
開

所
さ
れ
る
大
山
崎
さ
く
ら
の

里
保
育
園
と
合
わ
せ
て
、
６

園
体
制
で
待
機
児
童
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
。

問
保
育
士
確
保
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
処
遇
改
善
や
、

資
格
取
得
補
助
等
を
検
討
し

て
は
い
か
が
か
。

答
公
立
・
民
間
隔
て
な
く
、

保
育
士
を
確
保
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
国
で
行
わ
れ
て

い
る
保
育
士
の
確
保
策
の
活

用
を
含
め
て
検
討
す
る
。

問
ど
の
保
育
所
に
通
っ
て

も
、
行
き
届
い
た
保
育
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
第
２
保

育
所
の
改
修
を
急
ぐ
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
今
後
第
２
保
育
所
を
継

続
し
て
い
く
に
は
、
長
寿
命

化
ま
た
は
施
設
の
更
新
を
含

め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
て
、

第
２
保
育
所
を
含
む
町
立
保

育
所
の
施
設
管
理
計
画
策
定

に
向
け
業
者
選
定
等
を
進
め

て
い
く
。

　
そ
の
他
、
虐
待
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険

税
の
今
後
の
税
額
の
見
通
し

や
、
引
き
下
げ
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

辻　

真
理
子
議
員
（
所
属
会
派
＝
日
本
共
産
党
議
員
団
）

  

１
，町
長
が
唱
え
る「
大
山
崎

町
再
出
発
」戦
略
に
つ
い
て

問
新
年
度
予
算
総
額
５
％

削
減
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
考
え
を
問
う
。

答
従
来
型
の
発
想
や
し
が

ら
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し

い
時
代
に
向
け
た
「
リ
ス
タ�

ー
ト
大
山
崎
町
再
出
発
」と

し
た
。
町
債（
借
金
）残
高
が

増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
今
後

の
人
口
減
少
を
見
据
え
て
予

算
編
成
の
あ
り
方
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
５
・
５
％
削
減

し
た
が
、
内
容
的
に
は
ま
だ

不
十
分
と
考
え
る
。

問
町
長
が
唱
え
る
「
小
さ

な
行
政
」
実
現
に
向
け
た
具

体
的
な
考
え
を
問
う
。

答
民
間
活
力
の
活
用
に
よ

る
多
様
で
柔
軟
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と
考
え
、

住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
予
算

に
計
上
し
た
。

２
，
公
共
施
設
及
び
道
路
環

境
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
老
朽
化
す
る
保
育
所
、

学
校
、
公
民
館
、
水
道
施
設

に
つ
い
て
維
持
と
課
題
に
つ

い
て
問
う
。

答
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
や
町
水
道
施
設
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
更

新
や
長
寿
命
化
を
含
め
た
維

持
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
、
老
朽
化
対
策
や
耐
震
化

の
た
め
に
は
、
多
額
の
経
費

が
必
要
と
な
り
、
厳
し
い
事

業
運
営
と
な
る
と
考
え
る
。

問
道
路
環
境
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

答
31
年
度
か
ら
比
較
的
交

通
量
の
多
く
歩
道
の
な
い
通

学
路
で
路
側
帯
カ
ラ
ー
舗
装

を
予
定
し
て
い
る
。

３
，
防
災
施
策
に
つ
い
て

問
近
い
将
来
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
大
規
模
震
災
へ
の
対

応
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
自
助
、
共
助
、
公
助
の

重
層
的
な
危
機
管
理
体
制
を

構
築
し
て
、
安
心
・
安
全
の

取
組
を
進
め
る
。

岸　

孝
雄
議
員
（
所
属
会
派
＝
無
所
属
の
会
）

１
，
財
政
に
つ
い
て

問
前
山
本
町
政
の
約
10
億

円
の
町
債
増
の
多
く
は
こ
れ

か
ら
償
還
と
な
る
。
10
年
払

い
と
す
れ
ば
、
毎
年
１
億
円

の
償
還
と
な
る
。
返
済
計
画

を
問
う
。

答
平
成
29
年
度
に
借
り
入

れ
た
町
体
育
館
機
能
向
上
工

事
の
償
還
は
、
２
０
２
３
年

度
か
ら
元
金
償
還
が
始
ま
り
、

元
利
償
還
金
の
年
額
は
、
３
，

０
９
３
万
円
。
既
存
の
借
入

完
了
時
期
を
考
慮
し
、
借
入

の
度
に
、
可
能
な
限
り
年
間

当
り
の
償
還
額
抑
制
に
努
め
、

財
政
負
担
の
平
準
化
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
今
後
本
格
化

す
る
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
等
に
よ
る
公
債
費
増
に
備

え
、
減
債
基
金
や
財
政
調
整

基
金
を
積
み
立
て
る
な
ど
計

画
的
な
財
政
運
営
に
取
り
組

む
。

２
，
遊
休
地
活
用
に
つ
い
て

問
未
利
用
の
遊
休
地
の
経

済
的
な
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

答
未
利
用
地
の
民
間
事
業

者
へ
の
有
償
貸
付
や
役
場
庁

舎
屋
上
部
分
の
携
帯
電
話
基

地
局
で
の
有
償
使
用
許
可
な

ど
有
効
利
用
し
て
い
る
。
未

利
用
地
の
売
却
も
含
め
、
さ

ら
な
る
財
源
確
保
の
方
法
を

検
討
し
た
い
。

３
，
河
川
清
掃
に
つ
い
て

問
桂
川
流
域
ク
リ
ー
ン
ア

ク
シ
ョ
ン（
河
川
敷
ゴ
ミ
回

収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）に

つ
い
て
問
う
。

答
河
川
利
用
者
の
マ
ナ
ー

向
上
は
か
ね
て
か
ら
の
課
題

で
あ
る
と
認
識
。
国
に
お
い

て
も
各
種
啓
発
活
動
等
を
実

施
さ
れ
て
い
る
。

４
，
体
育
館
改
修
に
つ
い
て

問
町
体
育
館
に
設
置
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
と
ク
ー
ラ
ー
の

２
億
円
に
つ
い
て
。

答
町
体
育
館
改
修
工
事
の

内
訳
は
、
各
室
の
既
設
空
調

機
更
新
で
約
１
億
７
千
万
円
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
新
設
で
約

７
千
万
円
。

波
多
野　

庇
砂
議
員
（
所
属
会
派
＝
の
ぞ
み
）
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１
，自
校
方
式
の
学
校
給
食

の
実
現
に
つ
い
て

問
給
食
委
託
料
の
試
算
に

つ
い
て
問
う
。

答
セ
ン
タ
ー
給
食
運
営
費

は
、
委
託
費
を
小
学
校
２
校

分
で
、
光
熱
費
を
１
食
20
円

で
試
算
。
自
校
方
式
運
営
費

は
、
委
託
費
を
小
学
校
の
２

校
分
と
中
学
校
分
は
小
学
校

の
半
分
を
加
え
、
光
熱
費
を

１
食
10
円
で
試
算
。

問
栄
養
教
諭
の
各
校
配
置

に
つ
い
て
問
う
。

答
栄
養
教
諭
の
役
割
は
重

要
で
各
校
配
置
は
望
ま
し
い
。

問
中
学
校
給
食
の
実
施
時

期
を
問
う
。

答
19
年
度
に
設
計
業
務
を

完
了
し
、
20
年
度
に
新
築
工

事
を
実
施
、
20
年
度
中
の
提

供
を
め
ざ
す
。

問
小
学
校
の
給
食
施
設
整

備
を
問
う
。

答
大
規
模
改
修
に
よ
り
老

朽
化
対
策
を
行
う
。

問
実
施
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ�

ー
ル
な
ど
の
説
明
を
問
う
。

答
保
護
者
の
理
解
と
協
力

の
た
め
事
前
の
説
明
が
重
要
。

２
，
教
職
員
の
働
き
方
改
革

問
教
職
員
の
超
過
勤
務
の

実
態
と
そ
の
軽
減
を
問
う
。

答
長
時
間
勤
務
が
常
態
化
。

勤
務
実
態
把
握
、
ノ
ー
残
業

デ
ィ
な
ど
に
取
り
組
む
。

問
国
や
京
都
府
に
定
数
増

を
求
め
る
こ
と
を
問
う
。

答
児
童
虐
待
や
不
登
校
な

ど
学
校
が
抱
え
る
課
題
が
複

雑
化
、
多
様
化
。
教
育
活
動

に
支
障
が
生
じ
た
ら
、
国
や

府
に
要
望
す
る
。

３
、
ど
こ
に
住
ん
で
も
暮
ら

し
や
す
い
大
山
崎
町
に

問
図
書
室
や
役
場
機
能
、

避
難
所
や
公
共
交
通
の
整
備
、

地
元
の
商
業
施
設
を
大
事
に

す
る
考
え
を
問
う
。

答
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」に
向
け
て
検
討
す
る
。

井
上　

治
夫
議
員
（
所
属
会
派
＝
日
本
共
産
党
議
員
団
）

１
，
危
機
管
理（
安
心
・
安

全
）に
つ
い
て

問
災
害
時
等
、
危
機
管
理

に
お
け
る
最
高
責
任
者
で
あ

る
町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
町
政
を
預
か
っ
た
者
と

し
て
、
危
機
事
象
か
ら
住
民

の
皆
様
の
生
命
身
体
を
保
護

し
、安
心・安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
町
長
就
任
以
来
、
職

務
に
臨
ん
で
い
る
。
平
時
か

ら
の
訓
練
と
備
え
が
重
要
な

た
め
、
日
頃
か
ら
で
き
る
対

策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

再
質
問　
３
月
議
会
が
始
ま

る
少
し
前
に
海
外
に
行
か
れ

た
の
か
。
そ
の
外
出
は
公
務

な
の
か
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
の

か
。
ま
た
、
公
務
で
行
か
れ

た
な
ら
何
故
、
議
会
側
に
報

告
が
無
い
の
か
。
町
長
不
在

時
に
、
町
に
大
規
模
災
害
が

起
こ
っ
た
場
合
の
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
現
在
、
ま

た
、
町
長
不
在
時
の
管
理
責

任
は
誰
に
な
る
の
か
等
を
問

う
。

答
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関
す

る
こ
と
な
の
で
、
答
弁
は
差

し
控
え
る
。
災
害
時
の
危
機

管
理
体
制
の
本
部
長
は
町
長

で
あ
る
。
本
部
長
に
事
故
が

あ
っ
た
り
欠
け
た
と
き
は
副

本
部
長（
①
副
町
長　

②
教

育
長
）が
そ
の
代
理
を
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
そ
の
他
、
教
育
課
題
に
つ

い
て
、
児
童
虐
待
の
現
状
と

課
題
・
保
育
所
及
び
学
校
に

お
け
る
児
童
虐
待
に
対
す
る

取
り
組
み
・
学
校
給
食
施
設

に
つ
い
て
・
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
に
対
す
る
英
語
教
育

に
つ
い
て
等
を
質
問
し
た
。

西
田　

光
宏
議
員
（
所
属
会
派
＝
大
山
崎
ク
ラ
ブ
）

※�掲載内容は、一般質問をもとに各議員が作成しています。

 

１
，
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
改

修
工
事
に
つ
い
て

問
早
期
整
備
に
向
け
て
、

町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
保
健
セ
ン
タ
ー
や
長
寿

苑
の
整
備
課
題
も
含
め
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。

再
質
問　
平
成
30
年
に
作
ら

れ
た
個
別
施
設
計
画
に
基
づ

き
、
効
率
よ
く
計
画
的
に
進

め
、
早
期
整
備
で
き
る
の
か
。

さ
ら
に
仮
置
き
の
埋
蔵
物
移

動
先
と
し
て
白
味
才
の
瓦
窯

跡
整
備
事
業
や
鳥
居
前
古
墳

用
地
買
上
事
業
に
付
随
し
て

保
管
や
見
学
施
設
を
建
設
し

て
は
ど
う
か
。

答
広
く
住
民
の
意
見
を
聴

き
進
め
る
。

２
，
防
災
の
設
備
の
計
画
的

な
更
新
に
つ
い
て

問
自
然
災
害
で
も
大
い
に

活
動
す
る
町
消
防
団
、
拠
点

の
消
防
団
詰
所
や
車
両
、
設

備
の
更
新
計
画
を
問
う
。

答
町
消
防
団
は
火
災
や
自

然
災
害
で
共
助
の
要
で
あ
り
、

装
備
充
実
に
努
め
る
。

再
質
問　
消
防
車
両
や
安
全

装
置
の
計
画
的
更
新
と
合
わ

せ
、
分
団
詰
所
の
更
新
を
問

う
。

答
検
討
し
て
い
く
。

３
，
生
産
緑
地
法
に
つ
い
て

問
生
産
緑
地
地
区
の
一
律

５
０
０
㎡
以
上
と
い
う
面
積

要
件
を
、
市
町
村
が
条
例
で

引
下
げ
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
が
、
町
で
の
導
入
を

問
う
。

答
町
で
は
平
成
25
年
か
ら

生
産
緑
地
を
導
入
し
て
い
る
。

生
産
緑
地
法
が
改
正
さ
れ
面

積
要
件
を
引
き
下
げ
る
こ
と

も
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
今

後
検
討
す
る
。

島　

一
嘉
議
員
（
所
属
会
派
＝
大
山
崎
ク
ラ
ブ
）
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１
，
平
成
31
年
度
予
算
に
つ

い
て

《
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

問
中
学
校
給
食
検
討
委
員

会
で
の
提
言
を
受
け
、
セ
ン

タ
ー
方
式
が
望
ま
し
い
と
の

結
果
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
校
方
式
へ

と
方
針
転
換
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
こ
の
間
、
既
に
投

入
し
た
経
費
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
予
算
編
成
の
最
終
権
限

の
な
い
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
今
後
の
事
業
進
捗
に
お

い
て
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
べ
く
、
中
学

校
給
食
の
導
入
に
向
け
て
最

善
を
尽
く
し
た
い
。

問
当
初
予
算
案
に
自
校
方

式
を
進
め
る
経
費
を
計
上
し

て
い
る
が
、
両
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
国
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
に
な
る
の
か
。

答
現
在
の
改
修
計
画
で
は
、

現
行
の
国
基
準
を
一
部
満
た

さ
な
い
項
目
が
残
る
。

問
セ
ン
タ
ー
方
式
と
自
校

方
式
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

も
含
め
た
長
期
的
総
コ
ス
ト

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。

答
施
設
整
備
費
と
20
年
間

の
運
営
費
を
加
え
た
比
較
で

は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
は
約
15

億
９
千
万
円
、
自
校
方
式
は

約
18
億
６
千
万
円
と
の
試
算

結
果
で
あ
る
。

問
住
民
参
加
を
叫
ぶ
以
上
、

中
学
校
給
食
施
設
の
場
所
選

定
等
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
に

生
徒
や
保
護
者
等
の
住
民
意

見
を
聴
取
さ
れ
る
の
が
当
然

で
あ
る
。
そ
の
方
針
と
給
食

の
実
施
時
期
を
問
う
。

答
事
前
の
説
明
が
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
広

く
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
財
政
状
況
と
町

長
の
認
識
・
防
災
・
減
災
・

中
央
公
民
館
の
改
修
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

山
中 

一
成
議
員
（
所
属
会
派
＝
大
山
崎
ク
ラ
ブ
）

１
，
財
政
運
営
に
つ
い
て

問
町
長
は
財
政
規
模
の
拡

大
へ
の
危
機
感
か
ら
慎
重
な

財
政
運
営
を
志
向
さ
れ
て
い

る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
財
政

規
模
の
拡
大
や
負
債
額
の
増

加
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る

の
で
は
な
く
、
財
政
規
律
を

前
提
と
し
な
が
ら
、
住
民
の

く
ら
し
の
願
い
に
こ
た
え
、

住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
施
策
を
行
う
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

通
年
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

私
の
考
え
を
わ
か
り
や
す
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信
す

る
た
め
「
当
初
予
算
額
５
％

削
減
」
を
掲
げ
た
。
そ
の
意

図
は
、
こ
の
間
の
予
算
規
模

の
拡
大
路
線
を
継
続
す
る
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
た
こ
と

か
ら
「
予
算
の
あ
り
方
を
抜

本
的
に
見
直
す
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
時
代
に
即
し
た
適
正
な
財

政
規
模
を
見
極
め
な
が
ら
、

必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

し
っ
か
り
と
提
供
す
る
こ
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　
町
民
に
財
政
状
況

の
現
状
や
見
通
し
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
今
議
会
終
了
後
に
「
予

算
説
明
会
」
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
水
道
事
業
に
つ
い
て

・�

公
共
工
事
に
お
け
る
変
更

契
約
に
つ
い
て

朝
子　

直
美
議
員
（
所
属
会
派
＝
日
本
共
産
党
議
員
団
）

※�掲載内容は、一般質問をもとに各議員が作成しています。

平成30年度政務活動費（11月～３月分）内訳を公表します

　町議会は、町民に開かれ
た議会を目指し、政務活動
費の内訳を公開（ホーム
ページ掲載）しています。

いくら交付されるの？
「会派」に属する議員１人
当たり月額５千円、交付さ
れます。

会 派 名 大山崎
クラブ

日本共産
党議員団 公明党 日本維新

の会 のぞみ 無所属
の会 合計

会 派 人 数 4人 4人 1人 1人 1人 1人 12人

当年度交付額 100,000 100,000 25,000 25,000 25,000 0（辞退） 275,000

経
費

研修費 24,900 7,300 32,200

広報・広聴費 58,380 26,703 85,083

資料購入費 23,860 24,300 11,207 59,367

事務費 19,980 1,148 8,171 29,299

合　　　　計 44,880 83,388 24,300 26,678 26,703 0 205,949

返 還 額 55,120 16,612 700 0 0 0 72,432

（単位：円)

「調査研究費・要請陳情等活動費・会議費・資料作成費・人件費」は、支出がありませんでした
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広
報
常
任
委
員
会

　
辻
　
真
理
子
　
　
委
員
長

　
島
　
一
嘉
　
　
　
副
委
員
長

　
嘉
久
志
　
満
　
　
委
員

　
岸
　
孝
雄
　
　
　
委
員

　
波
多
野
　
庇
砂
　
委
員

　
井
上
　
博
明
　
　
委
員

〒618-8501 電　話（０７５）９５６-２１０１　
大山崎町字円明寺小字夏目3番地 Ｆａｘ（０７５）９５３-６０２０
大山崎町議会事務局 メール（QRコードをご利用ください）

　
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

憂
鬱
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
季
節
、
食
中
毒
に
は
気
を
付

け
て
下
さ
い
。

　
さ
て
、
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

３
月
に
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
予
算
及

び
多
数
の
議
案
を
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会

に
お
き
ま
し
て
、
長
年
の
議
題
で

あ
り
ま
し
た
町
民
の
皆
様
の
意
見

を
直
接
お
聞
き
す
る
懇
談
会
を
行

う
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
の
意
見
を
町
政
に
反
映
出
来

ま
す
よ
う
議
員
一
同
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

�

（
嘉
久
志　
満
）

編
集
後
記

傍聴の際は、役場４階議会事務局にお越しください

日 月 火 水 木 金 土
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

開会
（本会議）
� 10:00～

一般質問通告
請願陳情提出
締め切り
� ～17:00

９ 10 11 12 13 14 15

議会改革
（委員会）
� 13:30～

一般質問
（本会議）
� 10:00～

一般質問
（本会議）
� 10:00～

16 17 18 19 20 21 22

総務産業
（委員会）
� 13:30～

建設上下水道
文教厚生
（委員会）
� 13:30～

予算決算
（委員会）
� 10:00～

広報
（委員会）
� 13:30～

23 24 25 26 27 28 29

閉会
（本会議）
� 10:00～

６
月

第２回定例会（６月議会）の傍聴に、ぜひお越しください

町議会に対するご意見やご質問、ご感想等をお寄せください

議会のうごき（こんなことしています、私たち）
旗
立
松
の
鳥
居

表紙の
写真

みなさんの声、お便りをお待ちしています。

閉
会
中
の
委
員
会
開
催

★
議
会
運
営
委
員
会

　
５
月
８
日（
水
）

　
　

 

第
２
回
定
例
会
の
日
程

に
つ
い
て

　
５
月
31
日（
金
）

　
　

 

第
２
回
定
例
会
で
の
予

定
議
案
の
説
明

★
全
員
協
議
会

　
４
月
25
日（
木
）

　
５
月
８
日（
水
）

★
広
報
常
任
委
員
会

　
５
月
17
日（
金
）

　
　

 

議
会
だ
よ
り
第
88
号
編

集

議
員
視
察
団
の
研
修
来
庁

　
５
月
20
日（
月
）

　
　

 

熊
本
県
の
嘉
島
町
の
議

員
団

　
　

 

視
察
研
修
テ
ー
マ「
議

会
活
性
化
の
取
組
み
」


